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第2回

坂出市教育委員会では、今年5月に「坂出市学校再編整備実施計画」を策定し、
今年度中に「再編新校（前期）建設基本計画」の策定を予定しています。再編新校
の整備コンセプトや、必要な部屋や設備などの学校施設の在り方について参加者
からアイデアをいただくため、ワークショップを開催しました。
９月7日（土）に第2回ワークショップを開催しました。
当日は公募により18名の方にご参加いただき、幅広い世代からご意見をいただき
ました。
ワークショップでは、「ビジョンの実現に向けて、アイデアを創出しよう！」をテーマに、
具体的なアイデアについて場面を想定し、4班に分かれて意見を出し合いました。

■開催スケジュール

開催日 開催場所

第1回 2024年8月17日（土） 坂出市役所2階 大会議室

第2回 2024年９月７日(土) 坂出市役所2階 大会議室

済

新しい時代の学び舎、未来を育むワークショップとは？

済



ワークショップの様子

ファシリテーターから第1回ワークショップの内容を説明していただきました。

各班から出たアイデアや考え方について意見交換をしました。

📷
オリエンテーション

ワークショップ

ワークショップでは活発な議論が行われました。

最終発表



ワークショップでの各班の意見（Ａ班）

各班の意見や検討結果を紹介します。

Ａ班の考える具体的なアイデア

アイデア 誰が いつ どこで 何を 分類

落ち着ける部屋 喧嘩した生徒が
生徒の気持ちが落

ち着かない時に

クワイエットルーム

で

静かに話し合いが

できる
先生と

統合前の学校

の思い出
- -

学校の校舎・校庭

に

モニュメントを移設

する
友達と

地域との交流
子どもたちと近隣

住民が
桜の時期に 木の下で 一緒に花見をする 地域

今の木を残す
子どもたちと地域

住民が

桜・イチョウの時期

に
木の下で 交流する 地域

使いやすい避難所 地域住民が 災害時に 体育館で

電源、洗面所、トイ

レ、医療など設備

を分かりやすくする

地域

給食 小・中学生が お昼に 同じ空間で 食べる -

安全な配膳 小学生が 給食の時間に
各階のエレベー

ター前から

教室まで安全に配

膳できる
友達と

坂出三金時
子どもたちと地域

住民が
一年中 校庭で

坂出三金時を育て

る
地域

学校菜園 友達と 休み時間に 緑が豊かな場所で
虫取り、野菜を収

穫する
友達と

プールの民間委託 - - - - 地域

自転車置き場

通学路の動線

自転車通学の中

学生が
登下校時に 自転車置き場から

徒歩通学者と接触

せずに、自転車を

安全に乗れる

小中一緒に

心配なコト

・校舎の高さが心配

・プールの建設には近隣住民への配慮

・送迎車両の長時間停車

・通学方法、自転車、スクールバス、小中学生
の体格差



ワークショップでの各班の意見（B班）

各班の意見や検討結果を紹介します。

B班の考える具体的なアイデア

アイデア 誰が いつ どこで 何を 分類

学童体育 児童が 放課後に 家の近くで

スポーツが得意な

子と一緒に運動す

る

-

集中できる部屋 児童が 休み時間に -
自習・読書・発表を

する
クラスで

グループワーク 誰もが 放課後に 多目的スペースで 議論する
グループ

ワークで

- 異学年同士が 昼休み、放課後に 広い廊下で
英会話の練習をす

る

異学年の

生徒と

児童・生徒との

交流
児童・生徒が 昼休み、放課後に 憩いの場で

中学生から小学生

に、高学年から低

学年に教える。

小中一緒

に

地域交流

希望者、ボラン

ティア、スポーツ

少年団、自治会、

老人会

放課後、休日に
校舎と校舎の渡り

廊下の広場で

子ども教室、工作

教室、伝承ゲーム

をする

地域の人

心配なコト

・学童保育の通う場所
・東部中学校の校歌「若葉の歌」を残して欲しい
・通学距離
・生徒の送迎方法（ロータリースペース）
・仲間意識
・学校と地域の連携
・中学生のすみ分け
・地域への学校開放とセキュリティ
・ルール



ワークショップでの各班の意見（C班）

各班の意見や検討結果を紹介します。

C班の考える具体的なアイデア

アイデア 誰が いつ どこで 何を 分類

ビオトープ 小学生 授業、休み時間に 校庭で
野菜、樹木を育て

る
クラスで

教室と廊下の連

続性、タブレット
クラスメイトが 授業、休み時間に 廊下や共用部で

タブレットを使って

学習をする
クラスで

多目的スペース

（2クラス以上）
子どもたちが 授業中に 多目的スペースで 授業を受ける クラスで

- 小グループが
休み時間、雨天時

に
半屋外空間で ペア学習をする クラスで

大人数で集まれ

るスペース

異学年の児童・

生徒が
授業中に 階段など室内で 調べ学習をする 小中一緒に

グラウンドの広さ

確保

小学生、中学生、

先生、地域の人た

ちが

授業の前、休み時

間、授業後に

体育館、グラウンド

で

身体を動かす・教

え合う
クラスで

学校内外でのコ

ミュニケーション

できる

小・中学生、小学

生と地域の方が

休み時間、授業中

に

芝生広場（緑の多

い）、階段スペー

ス、多目的室で

一緒に交流、遊ん

だり、一緒に勉強・

運動をする

小中一緒

に

日陰を作って外

で活動しやすい

校庭作り

子どもたちが 1年を通して 校庭、半室外で 思いっきり遊ぶ 友達と

室内の運動ス

ペースの確保
-

授業、部活、クラブ

活動で
-

複数の体育館、大

きな体育館で活動

する

クラスで

心配なコト

・授業中の騒音！防音対策が必要

・地域交流は欲しいけど、色々な人の出入り
→セキュリティ対策

・集まる場所（ゆとりあるスペース）
室内室外/半室外



ワークショップでの各班の意見（D班）

各班の意見や検討結果を紹介します。

D班の考える具体的なアイデア

アイデア 誰が いつ どこで 何を 分類

再生可能エネル

ギーの導入を進

めて、学習できる

小・中学生が
生活・理科の授業

中に

太陽光パネルなど

の設置した機械が

ある場所で

自然エネルギーに

ついての知識を深

める環境学習をす

る

クラスで

多目的スペース 生徒、地域の人が - 校内で
学校で学習する以

外の内容を聞く
地域の人

- 保護者が
授業中、モニター

等でこっそり
学校で

子ども、普段の生

活を見る
設備

1人スペース 生徒が - 学校内で
1人で何かできる

空間
一人で

- 生徒が 給食中に ランチルームで

違うクラス、学年で

一緒に給食を食べ

る

小中一緒に

教室以外の部屋 生徒が 休み時間に フリースペースで 動物と戯れる 友達と

- 生徒が 授業中に 教室で
柔らかい椅子で勉

強する
設備

プロジェクターを

備えた場所で端

末を活用して発

表できる場所

小・中学生が
プレゼンテーション

の授業で

プロジェクターがあ

る、幅のある階段

で

自分の好きなもの

をパソコンで調べ

てまとめ、地域の特

産品や伝統などを

発表する

クラスで

近隣住民に開か

れた場所

小・中学生、地域

住民が
夏休みに グラウンドで ラジオ体操をする 地域の人

-

小・中学生（クラ

ス単位でも）、地

域住民が

家庭科などの授業

で

各クラス、体育館

（避難想定）で

非常食を食べる、

避難所の開設する
地域の人

心配なコト

・小学生と中学生の体格差
（階段・机・椅子などの設備面）

・中学生の行動や振る舞いが小学生に悪影
響を及ぼす恐れがあること



参加者の感想・コメント

・子どもの一時預かりサービスがあり、参加しやすかった。
・ファシリテーターの方のおかげで、話し合いがしやすかった。
・自分の考えをまとめることができました。
・多様な意見を聞くことができ、とても満足しました。
・児童・生徒の数が減っても地域との連携を深め、活気のある
学校にして欲しい。
・地域の人が「通いたい、通わせたい」と思える魅力的な学校
であって欲しい。
・今後もこのようなワークショップを開催して欲しい。
・再編新校の完成が楽しみです。

ワークショップのまとめ

ワークショップ参加者の皆さまからいただいだご意見を集約し、整理を行いました。

「AIテキストマイニング」（ユーザーローカル）による分析
※出題頻度の高い単語ほど文字数が大きく表示されます。

多目的スペースや広い廊下、階段など
の共有スペースでのグループワークや
プレゼンテーション、タブレットなどの
ICT端末を活用した場面が提案されま
した。
小中一貫校のメリットを活かした、小中
学生による英会話、ランチルームでの異
学年交流の場面が提案されました。
体育館での避難体験や学校菜園を通し
て、地域住民との交流する場面も提案さ
れました。
第2回ワークショップでは、太陽光パネ
ルの設置やビオトープなどでの環境教
育に関する意見も提案されました。

今年度中に策定を予定しております「再編新校（前期）建設基本計画」の策定にあたって、再
編新校の整備コンセプトや、必要な部屋や設備など学校施設の在り方について市民の皆さま
からアイデアをいただくために、全2回のワークショップを開催したところ、たくさんの貴重なご意
見をいただくことができました。
今回いただいたご意見を参考にして、子どもたちが未来思考で「明日も通いたくなる魅力ある
学校」をつくってまいりたいと思いますので、今後ともご協力をよろしくお願いします。

全２回のワークショップを終えて

ワークショップにご参加いただきありがとうございました！

・

・

・

・


